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堺市霊園及び堺市立霊堂業務仕様書 

 

 堺市霊園及び堺市立霊堂の指定管理者が行う業務の内容及びその範囲等は、この仕様

書による。 

 

１ 趣旨 

  本仕様書は、堺市霊園及び堺市立霊堂の指定管理者が行う業務の内容及び履行方法

等について定めることを目的とする。 

 

２ 施設の内容 

 (1) 施設の使命 

堺市霊園（以下「霊園」という。）や堺市立霊堂（以下「霊堂」という。）のあ

る堺公園墓地は、貴重な自然が残された南部丘陵の鉢ヶ峯に戦災に遭った市街地

の寺院墓地が移転されたことに始まり、故人のやすらぎの場及び自然と緑に親し

むレクリエーション拠点を使命としている。そのため、墓地及び良好な自然環境

を有する公園の機能を担う。 

 

 (2) 名 称 堺市霊園 

    所在地 堺市南区鉢ヶ峯寺地内 

    開設年月日 昭和３８年４月１日 

施設規模、内容 

総面積   ４８９，０００㎡（内、開設区域１４７，４００㎡） 

① 墓地 

墓地区画数 １５，３３６区画 

合葬式墓地 １箇所 

便所    １０箇所 

駐車場   ４０５台分 

照明灯   ８６箇所 

水汲み場  ２７５箇所 

② 合葬式墓地（予定） 

開設年月日 令和６年４月１日（開設予定） 

総面積   ６，０００㎡ 

規模    焼骨埋蔵数最大１６，０００体 

駐車場   ６台 

③ 旧納骨堂（平成９年３月３１日 利用停止） 

開設年月日 昭和４５年４月１日 
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総面積   ９１．１㎡ 

床面積   ７５．０㎡ 

焼骨収蔵数 約３，０００体 

④ 王子ヶ飢墓地 

使用年月日 昭和４４年３月１５日 

総面積   ２，１５４㎡ 

墓地区画数 ３８５区画 

 (3) 名 称 堺市立霊堂 

所在地 堺市南区鉢ヶ峯寺７７３番地 

開設年月日 平成７年４月１日 

施設規模、内容 

① 延床面積      ５，５２９．７９９㎡ 

            霊堂 ５，０１４．３８６㎡ 

           管理棟   ５１５．４１３㎡ 

② 建築面積      ２，３４５．８２９㎡ 

            霊堂 １，９０５．２８７㎡ 

           管理棟   ４４０．５４２㎡ 

③ 構造規模   霊堂 鉄筋コンクリート造、地上６階 

管理棟 鉄筋コンクリート造、地上２階 

④ 床面積表 

階数 霊堂（単位 ㎡） 管理棟（単位 ㎡） 

塔屋 ２５．６２０  

６階 ５６４．９９９  

５階 １，０１４．０７３  

４階 ９８４．２３２  

３階 ９９２．５３６  

２階 ９８９．３７２ ２０３．６７３ 

１階 ４４３．５５４ ３１１．７４０ 

計 ５，０１４．３８６ ５１５．４１３ 

⑤ エントランスホール      ２０５㎡ 

⑥ 納骨壇設置状況 （納骨壇のサイズ Ｗ４５㎝×Ｄ４５㎝×Ｈ１６０㎝） 

階数 納骨壇の設置数（基） 備 考 

６階 ― 一時収蔵施設（別掲） 

５階 ― 
シルバー委託業務従事者詰所 

書類・資材等置場 

４階 ９０５  

３階 ８９２  
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２階 ８６６  

１階 ― 委託業務従事者詰所 

計 ２，６６３ ２階～４階 

⑦ 設備等 

管理棟１階 事務室、便所男子・女子、多目的別各１箇所、和室（３５畳）、給

湯設備２箇所、倉庫 

管理棟２階 便所男子・女子別各１箇所、無料休憩室、会議室、給湯設備、事

務室 

霊堂 １階 受水槽・ポンプ室、電気室、機械室２箇所、倉庫２箇所、委託業

者詰所２箇所 

霊堂 ２階 便所男子・女子別各１箇所、倉庫、テラス霊堂 ３階 便所男子・

女子別各１箇所、身障者用便所１箇所、テラス、ファン室２箇所 

霊堂 ４階 便所男子・女子別各１箇所、倉庫、テラス、ファン室２箇所 

霊堂 ５階 シルバー委託業務従事者詰所、便所男子・女子別各１箇所、身障

者用便所１箇所、倉庫、テラス、ファン室２箇所 

霊堂 ６階 一時収蔵施設、便所男子・女子別各１箇所、身障者用便所１箇所、

倉庫、テラス、ファン室１箇所 

霊堂 昇降機２機 

(別掲) 一時収蔵施設（予定） 

霊堂６階 

開設年月日 令和６年４月１日（開設予定） 

施設規模、内容 

① 総面積  ５６５㎡ 

② 規模   焼骨収蔵数最大 ６，４００体 

 

３ 管理運営の基本的な考え方 

指定管理者は、次の事項を基本として、霊園及び霊堂の管理を行うこととします。 

(1) 霊園、霊堂の設置目的を十分尊重し、国民の宗教的感情に適合し、且つ公衆衛生

その他公共の福祉の見地から、支障なく適切に管理運営を行うこと。 

(2) 公の施設であることを常に念頭において、公平な管理運営を行い、特定団体や個

人等に有利あるいは不利になる運営はしないこと。 

(3) 個人情報の保護を徹底するとともに情報公開を積極的に推進すること。 

(4) 管理運営に際し、政治的行為又は宗教的行為と疑われるような活動や営利を目

的とする活動はしないこと。 

(5) 利用者の意思及び人権を尊重し、常にその立場に立ってサービスを提供するこ

と。 

(6) 法令等を遵守して適正に管理業務を行うこと。 
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(7) 効果的かつ効率的に管理業務を行い、経費の縮減に努めること。 

(8) 地域住民や利用者の意見・要望を管理業務に反映させ、サービスの向上を図るこ

と。 

(9) 利用者が安全かつ快適に利用できるように施設設備を適正に維持管理すること。 

(10) 地域の住民、自治組織、事業者等と良好な関係を維持すること。 

(11) 堺市緑の基本計画に整合した事業を推進すること。 

(12) 「SDGs未来都市」としての取り組みに貢献できること。 

(13) カーボンニュートラルや生物多様性を意識し、省資源、省エネルギーに努め、

廃棄物の排出を抑制して、環境への負荷の低減に努めるとともに環境共生の推進

に努めること。 

(14) 霊園、霊堂の各施設の利用促進に努めること。 

(15) 寺院の使用及び各種手続きの調整と協力、苦情・要望等に対応すること。 

(16) 利用者に対し、墓石販売業者など、特定の事業者の指定、斡旋等を行わないこ

と。 

(17) 各種手続きの電子化及び収納のキャッシュレス化を推進すること。 

(18) 高齢者、障害者等就職困難者の雇用並びに訓練機会の提供、就労促進を積極的に行

うこと。 

 

４ 業務内容 

(1) 施設の運営に関する業務 

① 職員の配置及び研修に関すること 

(ア)管理責任者（所長）、管理責任者代理（所長代理）を配置すること。 

(イ)施設の開館時間において業務が確実に行える体制をとること。 

(ウ) 配置する人員の勤務形態は、労働基準法その他の労働関係法を遵守し、本

業務において墓参者へのサービス提供に支障がないようにすること。 

(エ)運営の組織体制を維持するとともに、職員の育成及び運営に必要な研修（接

遇研修、人権研修、専門技術研修を含む）を実施すること。 

(オ)個人情報の安全管理措置 

(1) 指定管理業務については、個人情報取扱特記事項に基づき安全管理措置を

講じること。 

(2) 指定管理業務以外の事業（自主事業）については、個人情報の保護に関す

る法律（以下「保護法」という。）第２３条に基づいて個人情報取扱事業者

として安全管理措置を講じること。 

(3) 利用者から個人情報開示請求があった場合について、保護法第３３条に基

づき適切に対応すること。ただし、指定管理業務に伴って取り扱う個人情報

について、市の保有個人情報に該当する場合（※）には、市の個人情報開示

請求（保護法第７６条）に該当することから、その旨を利用者に伝えること。 

(4) 個人情報の漏えい等が発生した場合には、保護法第２６条第１項の規定に
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基づき個人情報保護委員会へ報告を行うこと。なお、漏えい等の対象が市の

保有個人情報に該当する場合には、市が個人情報保護委員会に報告する義務

があるため、直ちに市へ報告すること。 

※当該個人情報について市が事実上支配している（当該個人情報の利用、提供、

廃棄等の取扱いについて判断する権限を有している）場合は市の保有個人情報

に該当します。 

② 施設利用、貸出等に関すること 

(ア) 施設等の利用及び霊堂附属施設（和室）の使用について 

(1) 開館時間及び休館日は、堺市立霊堂条例第２９条の規定により、指定管理

者が市長の承認を得て定めた時間とする。 

(2) 指定管理者は、開館時間又は休館日を変更しようとするときは、市長の承

認を得ること。 

【現在の開館時間及び休館日】 

・開館時間 

管理棟  午前９時から午後５時１５分まで 

霊堂及び一時収蔵施設  午前７時から午後７時まで  

・休館日 

管理棟  １２月２９日から翌年１月３日まで 

霊堂及び一時収蔵施設  なし 

・霊堂附属施設（和室）の利用時間 

午前９時から午後５時まで 

(3) 使用許可の申請受付等の事務は管理棟１階事務室において行うこと。 

(4) 使用許可及び使用許可の取消しは、堺市立霊堂条例第５条及び同条例第１

３条の規定を遵守して適正に行うこと。 

(5) 使用許可等は使用許可の手順書又は利用規則等を定めて行うこととし、使

用許可の基準は利用者が閲覧できるようにすること。また、使用許可の申請

があったときは、速やかに決定すること。 

(6) 指定管理者による管理の開始前に堺市が行った使用許可については引き

継ぐものとする。 

 (イ) 利用料金の収受業務 

(1) 霊堂附属施設（和室）の利用に係る料金（利用料金）は、指定管理者の収

入とする。 

(2) 利用料金の額は、堺市立霊堂条例第２８条第２項の規定の範囲内で、指定

管理者が市長の承認を得て定めること。 

(3) 利用料金は、前納とする。また収納方法については、管理棟１階事務室で

の現金とする。 

※収納方法については、電子マネー、クレジットカード等によるキャッシ

ュレス決済の導入を検討すること。 



別紙１ 

6 

(4) 指定管理者は、利用料金の減額又は免除を行うときは、市長が定める基準

をもとに指定管理者が決定した内容により行うこと。なお、減免にあたって

は差別的な取扱いがないようにすること。 

・（別紙１２）堺市公園緑地部が管理する堺公園墓地における利用料金の減

免に関する取扱い基準 

(5) 指定管理者は、利用料金の還付を行うときは、市長が定める基準によって

行うこと。 

・（別紙１３）堺市公園緑地部が管理する堺公園墓地における利用料金の還

付に関する取扱い基準 

(6) 指定管理者は、利用料金の収受に際し、利用者（課税事業者）からの求め

に応じて、適格請求書（インボイス）を交付し、その写しを保存すること。 

③ 施設の防災に関すること 

(ア)避難訓練を実施すること。（年 1回） 

  ④ 個人情報の安全管理に関すること 

（ア）個人情報の保護を徹底するとともに情報公開を積極的に推進すること。 

⑤ 使用者の募集及び使用に関すること 

(ア)霊園・霊堂、合葬式墓地の使用者募集を行うこと。 

  霊園、合葬式墓地・年 1回以上、霊堂・随時 

(イ)利用促進のため、広報さかい、ホームページ等により十分な広報を行い、広

く周知すること。 

(ウ)使用が決定した霊園・霊堂、合葬式墓地使用者の使用に係る事務を行うこと。 

・申請書類の審査、使用料納付書の交付、使用許可証の交付等 

⑥ 霊園・霊堂、合葬式墓地使用料及び管理料等の収納に関すること 

(ア)霊園・霊堂、合葬式墓地の使用に伴う使用料等を収納すること。なお、収納

委託については、別途、収納委託業務協定書を締結する。 

  また、霊園・霊堂使用料等の調定に必要となる資料を市に提供すること。 

⑦ 霊園・霊堂使用者の各種手続き事務及び使用者台帳の管理に関すること 

(ア)各種手続きにおける使用者情報の変更に伴う使用者台帳の更新を行うこと。 

⑧ 霊園・霊堂、合葬式墓地、一時収蔵施設の焼骨の埋蔵（収蔵）に関すること 

(ア)焼骨の埋蔵（収蔵）に伴う事務を行うこと。 

・届け出の受理、必要書類の確認 

(イ)納骨壇の焼骨収蔵に立会し、カロートを開閉すること。 

(ウ)合葬式墓地又は一時収蔵施設に焼骨を埋蔵（収蔵）すること。 

⑨ 焼骨の改葬又は分骨に関すること 

(ア)埋蔵(収蔵）証明書の発行に伴う事務を行うこと。 

(イ)改葬又は分骨に伴う事務を行うこと。 

⑩ 霊園工事許可に関すること 

(ア)霊園工事許可申請書の受付、申請内容の審査、堺市霊園内工事許可書の発行
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等、申請に伴う事務を行うこと。 

(イ)工事完了届の受理及び工事完了検査を行うこと。 

・墓碑等の建立又は撤去を伴う工事については、現地確認を行うこと。 

⑪ 返還等に関すること 

(ア)使用者からの返還等の申し出に対し、焼骨の改葬、使用料・管理料の還付等、

返還等に伴う事務を行うこと。 

(イ)使用区画又は使用納骨壇の原状復旧確認を行うこと。 

⑫ 施設利用案内等に関すること 

(ア)見学希望者に対し、案内を行うこと。 

(イ)施設利用のための手引き、パンフレット、ホームページ等を作成すること。 

(ウ)合葬式墓地の定期的な見学会を実施すること。 

(エ)電話等による問合せ、文書照会、他都市からの視察に対応すること。（市に

連絡・調整の上、対応すること） 

⑬ 園内の交通安全、渋滞緩和対策に関すること 

（ア）盆、春及び秋の彼岸、年末年始等の混雑時期において、周辺道路の渋滞対

策及び園内交通安全対策を実施すること。 

(2) 施設等の維持管理に関する業務 

① 適正な維持管理 

霊園、霊堂の施設、設備、器具備品の管理に際しては、常に利用者の安全確保に

万全を期すとともに、管理者の注意をもって適正に管理すること。 

② 備品等の貸与及び購入 

現に管理棟事務室１階ほかに設置している器具備品（別紙７「備品一覧表」）は、

本市が指定管理者に無償で貸与する。その他管理業務に必要な器具備品及び消耗

品は指定管理者が購入して設置することとする。 

③ 霊園、霊堂管理システムの貸与 

霊園、霊堂管理システム及び下記の器具備品は、無償貸与する。ただし、シス

テムの保守点検委託料及びサーバ本体（１台）、クライアント（２台）、ページプ

リンタ（１台）、ドットプリンタ（１台）等のシステム関連機器については、現

契約期間終了まで指定管理者がリース借主としてリース会社との契約を引き継

ぐこと。また、リース代金についても指定管理者が負担すること。（現リース契

約期間は令和８年２月２８日まで）なお、システムの利用に際しては堺市霊園、

霊堂管理システムに関するセキュリティ実施手順を遵守すること。 

（ア） ＯＡデスク             ３脚 

（イ） プリンタ専用卓（ペ－ジプリンタ用） １脚 

（ウ） プリンタ専用卓（ドットプリンタ用） １脚 

（エ） ＯＡチェア             ３脚 

④ 保守点検業務  

施設、設備等の法定点検は、建築基準法、ビル管理法、水道法、下水道法、廃
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棄物の処理及び清掃に関する法律、電気事業法等に基づき実施すること。また、

その他の保守点検、整備等については、施設の快適な環境の維持、利用者の安全

確保の観点に基づき業務を行うこと。 

⑤ 施設及び備品の原状変更 

指定管理者は原則として施設及び備品の原状を変更できないが、指定管理者の

発意による市民サービス向上に資するための施設設備の改良等については、市と

協議の後、申請を行い、市が承認した場合は、指定管理者の費用負担により実施

できることとする。 

⑥ 現地調査 

市は、必要に応じて施設、設備、器具備品の維持管理について現地調査を行う

ことができるものとする。 

⑦ 維持管理に関する業務 

（ア） 樹木（低木・中高木）の剪定、除草に関すること 

・低木・・・年１回以上（５月）管理上必要があれば適宜実施 

・中高木・・・年１回以上・原則冬季剪定 

・除草・・・年３回以上（５月・７月（盆に合わせて実施）・９月（秋彼岸

に合わせて実施）管理上必要があれば適宜実施すること。 

（イ） 霊園の日常清掃等に関すること 

・市管理の墓地、王子ヶ飢墓地の区画内通路及び寺院墓地区域共有通路、

墓参道植栽帯の除草（人力又は機械）・・・４月～１２月 

・園内清掃・・・通年（合葬式墓地含む） 

・ゴミ回収・・・週２回 

・その他（草花管理、霊園募集のぼり設置・撤去、返還墓地管理等） 

※指定業務・（公社）堺市シルバー人材センター 

※（別紙 2） 指定業務及び第三者へ委託可能業務一覧参照） 

（ウ） 樹木の薬剤散布に関すること（適宜） 

（エ） 枯木・枯枝等の撤去に関すること（適宜） 

・早期発見に努め、発見後は早期に撤去すること。 

（オ） 施設等の修繕に関すること（適宜） 

・月１回、霊園・霊堂の巡回点検を実施し、施設等の不具合を早期発見し、

修繕すること。 

（カ） 便所清掃に関すること。 

・霊園（5 号便所及び９号便所屋内休憩所含む）、霊堂（週６回） 

（キ） 霊堂、管理棟の床面及び納骨壇の日常清掃に関すること（１回/１週） 

床面清掃（ワックス掛け）に関すること。（３か月に１回） 

（ク） 霊堂、管理棟外面窓清掃に関すること（６月、１２月） 

（ケ） 受水槽の清掃及び法定点検に関すること（年１回） 

・水質検査の実施 
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・受水槽内の清掃 

（コ） 昇降機の保守点検に関すること（遠隔監視による保守は通年、現地点検は

月１回） 

（サ） 冷暖房機器の保守点検に関すること 

・霊堂、管理棟、５号及び９号便所休憩所の空調簡易点検（４回） 

・冷房使用前及び暖房使用前に各１回機器点検を実施すること（２回） 

（シ） 自家用電気工作物の保守点検に関すること（保守は通年） 

・遠隔装置を取り付けた場合は隔月１回点検 

・年次点検１回（停電を伴う点検のため１９時以降に実施すること） 

※指定業務・近畿電設サービス株式会社（契約期間 令和４年４月１日か

ら令和７年３月３１日まで） 

・契約期間終了まで指定管理者が委託業者との契約を引き継ぐこと。また、

委託費用についても指定管理者が負担すること。（別紙 2） 指定業務及び

第三者へ委託可能業務一覧参照） 

（ス） 自動扉の保守点検に関すること（保守は通年、点検は年２回） 

（セ） 防災設備の保守点検に関すること（機器点検年１回、総合点検年１回） 

（ソ） 霊園ゲート開閉、霊堂及び管理棟、多目的便所、休憩所の解錠・施錠に関

すること 

霊園ゲート開閉・・・７月～９月 午前５時３０分～午後７時 

          １０月～６月 午前６時３０分～午後７時 

霊堂、管理棟解錠・施錠・・・午前６時３０分～午後７時 

多目的便所（１０号便所）、休憩所（５号及び９号便所）解錠・施錠・・・

午前６時３０分～午後７時 

※５号及び９号便所は、解錠・施錠及び冷暖房期間中に空調を運転・停止

すること。 

（タ） 霊園、霊堂巡回及び警備に関すること（通年） 

・霊堂、管理棟の警備・・・午前７時～午前９時、午後４時～午後７時 

・霊園内巡回・・・午前１回、午後１回（便所の施錠状等確認、園内不審

者の有無、施設・の破損及び倒木等の有無、車上荒らしの啓発放送実施） 

（チ） 霊堂、管理棟の機械警備に関すること（通年） 

・機械警備実施施設・・・管理棟、霊堂全体 

・１９時以降に霊園ゲート内で利用者閉じ込めがあった場合のゲート開

放対応含む。 

※指定業務・(株)双葉（契約期間 平成３０年５月１６日から令和６年６

月１０日まで） 

・契約期間終了まで指定管理者が委託業者との契約を引き継ぐこと。また、

委託費用についても指定管理者が負担すること。（別紙 2） 指定業務及び

第三者へ委託可能業務一覧参照） 
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（ツ） 霊園霊堂管理システムの保守点検に関すること（通年） 

（テ） 霊園・霊堂管理料等の収納代行に関すること 

・霊園・霊堂管理料はコンビニ及びモバイル決済等による収納代行業務に

より収納すること 

・コンビニ及びモバイル決済による収納予定件数・・・１万件 

・収納代行業者との委託契約については、現契約期間終了まで指定管理者

が引き継ぐこと。また、収納代行手数料についても指定管理者が負担する

こと。（別紙 2） 指定業務及び第三者へ委託可能業務一覧参照） 

※指定業務・電算システム株式会社（契約期間は令和８年３月３１日まで） 

（ト） 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）機器リースに関すること 

・管理棟事務所前に機器を設置すること。 

・年１回機器の使用講習を受講すること。 

・自動体外式除細動器（ＡＥＤ）機器のリース契約については、現契約期

間終了まで指定管理者がリース借主としてリース会社との契約を引き継

ぐこと。また、リース代金についても指定管理者が負担すること。（現リ

ース契約期間は令和７年１０月３１日まで） 

（ナ） 合葬式墓地記名板の使用に関する業務 

・合葬式墓地記名版の使用に伴う事務を行うこと。 

・合葬式墓地記名板に氏名等を刻印すること。 

・記名板を設置すること。（適宜） 

 ※記名板（石製、タテ５㎝・ヨコ２０㎝・厚み２㎝）は堺市から支給 

※年間予定人数２００名 

（ニ） 園内で発生する産業廃棄物に関すること 

・園内で発生の産業廃棄物を処理すること。（適宜） 

・指定管理期間の終了時には産業廃棄物はすべて処分すること。 

⑧ その他 

（ア） 苦情・要望に関すること 

(1) 利用者からの要望・苦情に対しては、必要に応じて市と協議を行い、適切

に対応すること。 

(2) 対応した内容については、速やかに市に報告するとともに、管理・運営に

反映させること。 

(3) 指定管理者の管理業務以外に関する苦情・要望については、適切に関係部

署に連絡又は引継を行うこと。 

（イ） 緊急時等への対応 

本業務に関する連絡体制を明確にし、堺市に届けること｡ 

災害防止等緊急の必要があるときは、臨機の処置をとらなければならない。

この場合において、指定管理者は、その処置の内容を直ちに堺市に通知しな

ければならない。ただし、緊急やむを得ない事情があるときは、この限りで
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ない。 

（ウ） 事件事故及び災害の発生時等の対応 

利用者の避難、誘導、安全確保、関係機関への通報等についての対応計画

や防犯・防災対策マニュアルを作成し、職員の指導及び避難誘導訓練を行う

こと。また、急病人、けが人の発生に対応できるよう、近隣の医療機関と連

携を図ること。緊急事態が発生した場合は、初期消火活動、避難誘導、負傷

者の救護等、迅速かつ最善の対応をとること。なお、地震、台風等の発生時

は、市は管理運営業務の休止を指示することがある。 

（エ） 臨機の措置 

災害防止、人命救助等緊急の必要があるときは、施設の管理運営業務の範

囲外であっても指定管理者の判断により臨機の措置をとること。臨機の措置

をとった場合は、市に事後報告すること。また、市から指定管理者に対して

臨機の措置をとることを請求することができ、その場合、適切に対応するこ

と。 

（オ） 消防法上の措置等 

施設内の火気管理を徹底するとともに、防火責任者の選任、消防計画の策

定、消防設備の点検等消防法上必要な措置をとり、平素から所轄消防署等と

連絡を密にして防火管理の適正を期すこと。 

（カ） 避難所等の運営への協力 

災害等が発生した、又は発生するおそれがある場合に、本施設を災害対策

基本法（昭和３６年法律第２２３号）に基づく指定避難所又は指定緊急避難

所に指定されている施設及び武力攻撃事態等における国民の保護のための

措置に関する法律（平成１６年法律第１１２号）に基づく避難施設に指定さ

れている施設としての使用及びその他の災害対応について、市から要請があ

った場合には、協力すること。 

（キ） アンケートによる意見聴取 

市として求める目標や水準の達成状況及び市と協議して設定した調査項

目について、利用者を対象とした意見箱の設置やアンケート等による意見聴

取を行い、その結果（自己評価を含む。）を集計して市に報告書を提出する

こと。なお、調査項目は市と協議すること。 

（ク） 関係機関等との協議 

管理業務の実施に当たっては、市と情報交換、業務の調整等を図る定期会

議を四半期ごとに開催する。また、適宜市の関係課等と連絡調整又は協議を

行うとともに、市の要請に応じて連絡会議等に出席すること。また、周辺地

域と連携を図るとともに、利用者団体や地域と良好な関係を維持すること。 

（ケ） 市の主催事業への協力 

市が主催する緑化啓発等のイベントについて、開催時に連携・協力するこ

と。 
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（コ） 市の広報業務への協力について 

市民サービスの一環として、市の発行するパンフレット、刊行物の配架、

配布、ポスターの掲示を行うなど、市の広報業務に協力すること。 

（サ） 規則・マニュアル等の作成 

施設の管理業務に必要な規則・マニュアルを適宜市と協議を行って作成し、

事前に市の承認を得ること。 

（シ） 保険加入 

管理業務におけるリスク分担に備えて、市と指定管理者を被保険者とする

施設賠償責任保険及び昇降機賠償責任保険に加入すること。なお、保険内容

等は下記のとおりとする。 

てん補限度額 

（施設賠償責任保険） 

・対人賠償 被害者１名当たりのてん補限度額 ３千万円以上 

１事故全体のてん補限度額 ２億円以上 

・対物補償 １事故全体のてん補限度額 １千万円以上 

（昇降機賠償責任保険） 

・対人賠償 被害者１名当たりのてん補限度額 ３千万円以上 

１事故全体のてん補限度額 ２億円以上 

・対物補償 １事故全体のてん補限度額 １千万円以上 

※ただし、施設賠償責任保険に昇降機賠償責任も含まれる場合は別途、昇降

機賠償責任保険に加入する必要はない。 

(1) 被保険者名 堺市及び指定管理者 

(2) 保険期間 指定期間と同じ期間とする。（年度ごとの加入でも可とする。 

(3) 保険期間 指定期間と同じ期間とする。（年度ごとの加入でも可とす

る。） 

(4) 保険加入確認 保険に加入した場合、当該保険に係る証券の写しその

他の加入内容を確認する書類を市に提出する。 

（ス） 市との協議 

管理業務の実施に際して、仕様書に規定のない事項等や疑義が生じた場合

は、適宜、市と協議を行うこと。 

 

５ 自主事業（任意） 

指定管理者は、上記事業のほか施設の利用促進、地域振興、利便性の向上等を考慮

した事業等をあらかじめ市にその内容を提案し、承認を得た上で実施することができ

る。 

なお、自主事業の実施については任意ではあるが、霊堂前売店の運営、地場産業の

振興、園内送迎サービス等、利用者の利便性向上や周辺地域の活性化に繋がる自主事

業については積極的に実施すること。 
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自主事業の実施に要する経費は、指定管理者が負担し、事業により得た収入は指定

管理者に帰属することとする。また、当該事業の実施に伴う一切の責任は、指定管理

者にあるものとする。施設の管理業務と本自主事業は経理を区分し、本自主事業につ

いても定期報告書（四半期ごと）で報告を行うこととする。 

指定管理者の自主事業として、自動販売機の設置することが可能です。ただし、自

治会に許可している９号便所付近の自動販売機、花屋については、継続して自治会に

許可するため、指定管理者の自主事業はそれ以外の場所で行ってください。（別紙９

参照）自動販売機設置の実施にあたっては都市公園法第５条及び堺市公園条例第５条

第２項に基づき公園施設設置許可申請書を本市（公園監理課）に提出し、設置許可を

得る必要があります。指定管理者事業計画書（企画提案書）により提案してください 

ア 許可期間   

令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで 

ただし、自動販売機の設置及び撤去に要する期間を含むものとし、指定管理者の

指定の取消し等となった場合は、本許可についても解除する。 

イ 仕様 

設置場所 霊園内 使用料 条例に基づく 

設置台数 市と協議する 主な利用者 墓参者 

種類 清涼飲料水 

ウ 手続き    

指定管理者が市の承認を得て、自動販売機等を設置することになった場合は、速

やかに次の書類を市に提出すること。 

(ｱ) 自動販売機及び回収ボックスの外寸図 

(ｲ) 取扱商品一覧表 

(ｳ) 空き缶等のリサイクル方法 

・自社処理・委託の別（委託の場合は委託業者記載の契約関係書類の写しを添付

すること。） 

・リサイクル工程（収集運搬、処分方法のわかるもの。) 

エ その他 

(ｱ) 自動販売機等を設置した場合は、転倒防止措置を講ずるとともに、利用者の

安全確保のため、毎日設置状況を点検確認すること。 

(ｲ) 自動販売機等に異常があった場合は、自動販売機等の撤去など利用者の安

全確保を重視して適切かつ迅速に対応すること。 
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６ 市として求める目標・水準等 

区分 項目 目標・水準等 

①適正な管理運営の確

保に関する目標 

有責事故発生件数 有責事故発生件数 0件 

②利用者サービスの向

上に関する目標 

利用者満足度アンケー

トにおける園内の除

草・清掃に関する満足

度 

園内の除草・清掃に関する満

足度「満足」「やや満足」の合

計が 90％以上 

③収支に関する目標 収支 

年度事業計画で設定した収

支計画をもとに、収支のバラ

ンスを保つ 

 


